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１ 問題の所在及び目的 

Hendricks（2010）は、ASD者の就労では多くが失業を

体験しており、職に就いたとしても不安定就労が一般的で

あることを報告し、従来の就労支援サービスがASD者の

障害特性を考慮したものになっていないことの問題を指摘

している。 

また、梅永（2017）は、汎化応用が困難なASD者が適

切な仕事に就くために、学校教育段階からの将来の自立を

考えた教育が必要であり、特に、環境要因を考慮したライ

フスキルやソフトスキルへのアセスメントと支援の重要性

を述べている。 

成人期の就労につながるような支援を実施すべき放課後

等デイサービスにおいては、平成24年４月の制度創設以降、

事業所の数が大幅に増加しているが、一方で、利潤を追求

し支援の質が低い事業所や適切でない支援を行う事業所が

増えているとの指摘があり、支援内容の適正化と質の向上

が求められている（厚生労働省社会保障審議会障害者部会

資料、2019）。 

本研究では、放課後等デイサービス（就労準備型）にお

いて、環境の影響を受けやすいASD者の障害特性に合わ

せた支援を検討するため、現場で支援者が簡易に実施でき

るアセスメントを用いて、就労に向けた移行期の生徒に対

する個別の支援を行うことを目的とした。 

 

２ 方法 

(1) 対象者 

① 氏名：ケイタ(仮名) 年齢：18歳（男性） 

② 所属：放課後等デイサービスA（就労準備型）20XX年
１月～高等学校通信課程20XX年10月～ 

③ 診断：ASD・知的障害 手帳：療育手帳B２ 

公立中学校のころから集団での授業が困難になり始めた。

高等特別支援学校に入学したが、１年次の外部実習に行く

ことができず、２年に進級できなかったことから中退し、

家に引きこもるようになった。20XX年１月に放課後等デ

イサービス事業所の利用を開始し、特性に合わせた環境下

で継続的な通所が可能となっていたことから、同年10月に

通信制高校に入学した。日頃の学習には取り組めていたが、

年間10回程度受講が必要なスクーリング授業の参加に困難

を示し、欠席や遅刻を繰り返していた。 

(2) 手続き 

ア BWAP２の活用 

当法人では、利用者の増加する中で、環境の影響を受け

やすいASD者の障害特性に合わせた支援を検討するため、

現場で支援者が簡易に実施できるアセスメントが求められ

ていた。そこで、BWAP2を導入した。 

BWAP2とは、ベッカー職場適応尺度（Becker Work 
Adjustment Profile）のことで、米国では現在第２版が刊

行されている。BWAP2では、実際に仕事をしている状況

を観察し、「職業習慣（HA）」「対人関係（IR）」「認

知スキル（CO）」 「職務遂行能力（WP）」の４つの領

域でアセスメントされる（Becker,2005）。「職業習慣

（HA）」の領域では、衛生面、身だしなみ、 時間順守

などの働く上での基本的生活習慣、「対人関係（IR）」

の領域では、上司からの仕事の修正があった場合に素直に

受け入れられるか、職場でトラブルが生じたときに感情を

抑えられるか、など職場で生じる可能性のある内容が盛り

込まれている。 

また、記憶力や読解力、計算能力、書字能力などの知的

な能力は「認知スキル（CO）」の領域として評価される。

そして、「職務遂行能力（WP）」領域では、単に作業の

量や質を評価するだけではなく、仕事中わからないことが

あったら上司に援助を受けることができるか、職場で何ら

かの問題が生じたときに上司に報告できるかといった職場

で必要なコミュニケーション能力も含まれている。 

20XX+１年２月と８月においてBWAP2を実施した。記

録はケイタを担当する職員が行った。２月のケイタの

BWAP2では、対人関係（IR）と職業習慣（HA)の２領域

の得点が低かった。対人関係（IR）の下位検査項目では、

「修正の受け入れ（０点）」「感情の安定（０点）」「社

会参加（０点）」「ルーティンの変化（０点）」などが低

い得点であった。スクーリングに行くという環境の変化や

変わった環境の中で見知らぬ外部の教師の授業に参加する

ことに対する対応や感情制御の難しさが確認された。また、

認知機能（CO）の下位検査項目では、コミュニケーショ

ン能力（１点）記憶力（１点）言葉指示の理解（１点）が

低く、口頭のコミュニケーションに苦手さが見られたこと

から、視覚的なコミュニケーション方法を導入した。 
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イ ソーシャルストーリーTMの使用

BWAP2のアセスメント結果に基づいて環境の変化に対

する見通しを持つことや、変化に対する感情制御を目的と

して、ASD者の特性に配慮したコミュニケーションの方

法であるソーシャルストーリーTMを導入し、スクーリング

の参加を目指した。ソーシャルストーリーTMは、その場に

ふさわしいやり方や物事のとらえ方、一般的な対応のしか

たはどういうものかということをふまえて、状況や対応の

しかたや場に応じた考え方を、特別に定義されたスタイル

と文型によって説明する教育技術である（Gray、2006）。

３ 結果 

(1) BWAP２の結果（図１）

図１ BWAP２のt 得点の変化 

ア BWAP２の４つの領域の変化

BWAP2の４領域では、職業習慣（HA）で７ポイント

対人関係（IR）で５ポイント認知スキル（CO）で４ポイ

ント職業遂行能力（WP）で２ポイントの上昇が見られた。

イ 下位検査項目の変化

下位検査項目の変化では、職業習慣（HA）では衛生面、

衣服の着脱、身なり、時間厳守、姿勢の得点が上昇した。

対人関係（IR）では、職場の対人、同僚の中に入る、上

司への態度、他者への援助、ルーティンの変化の得点が上

昇した。そして、認知機能（CO）では、基本的な要求伝

達、作業の移行、問題解決能力の上昇が見られた。

(2) スクーリングの参加

視覚的に示した質問項目でニーズアセスメントを行った。

「スクーリングで社協の部屋に入れないのは、なぜかな？」

との問いに自由記載のメモには記入することができなかっ

たが、４択での提示に変更したところ、「そもそも緊張

マックス」「先生が知らない人だから」のところに丸をつ

けることができた。得られた情報からソーシャルストー

リーTMを書き出し、ケイタに提示した。内容は、スクーリ

ングの意義、代替行為の提示、先生の気持ちを伝えた。そ

の結果、スクーリングに参加することができた（図２）。 

図２ ソーシャルストーリーTM の内容 

４ 考察 

本研究では、放課後等デイサービスでBWAP2アセスメ

ントを実施し、移行期の生徒に対する個別の支援を行なっ

た。ケイタはBWAP2のアセスメント結果，環境の変化に

対応する事が苦手であり、感情制御がうまくできていない

状況であること、そして、口頭のコミュニケーションが苦

手であることが示された。Mesibov & Shea（2010）は、

ASD者が理解できる方法で環境と活動を構造化すること、

比較的弱いスキルを補うために視覚的スキルと細部へのこ

だわりであるASD者にとって、強みとなるスキルを活か

すことの重要性を指摘している。本研究ではソーシャルス

トーリーTMの指導で，視覚的に示された教材を使い、代替

措置として別の部屋を使い一人で受講することを確認する

ことで見通しを持ち、安心してスクーリングに参加するこ

とができた。スクーリングの意義を再確認し、教師の気持

ちを伝えることで、ケイタのモチベーションが上昇した。 

BWAP2は現場で簡易に取ることができるアセスメント

であり、具体的な支援の方法を検討すること、そして、ラ

イフスキル・ソフトスキル面の包括的な変化を捉えること

ができるアセスメントであり，根拠のある支援を行うため

に継続して活用してく必要があると考える。 
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7)「株式会社　おめめどう　コミュメモⓇ」 

私は、CCVに通っています。

⾼校卒業を⽬指してがんばっています。

⾼校を卒業するために、スクーリングに参加することは、とても⼤切です。

でも、とても緊張します。

私は、⾃分に合った⽅法①で、スクーリングに参加してみようと思います。

※もし、私がスクーリングに参加することができたら、

先⽣は、 と、思うだろう。

スクーリングに参加しよう

①社協の別の部屋（ひとり）で、スクーリングを受ける。

うれしい ・ 安⼼する ・ 当然
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